
釣った魚の口から発見
日本初記録種「ハネズトラギス」

日本初記録「ハネズトラギス」の標本（鹿児島大学総合研究博物館提供）

鹿
大
研
究
チ
ー
ム
が
命
名

鹿
児
島
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の

本
村
浩
之
教
授
（
5
1
）
ら
の
研
究
チ
ー

ム
は
、
奄
美
大
島
沖
で
獲
れ
た
魚
の

口
の
中
か
ら
日
本
初
記
録
と
な
る

ト
ラ
ギ
ス
科
の
種
を
確
認
し
、
和
名

「
ハ
ネ
ズ
ト
ラ
ギ
ス
」
と
命
名
し
た

と
8
日
、
発
表
し
た
。
同
種
の
確
認

は
世
界
3
例
日
（
4
標
本
目
）
。
研
究

し
た
同
大
学
大
学
院
農
林
水
産
学

研
究
科
の
栗
山
顕
太
さ
ん
（
2
4
）
＝
修

士
課
程
2
年
＝
は
「
命
名
と
い
う

貴
重
な
経
験
が
で
き
、
あ
り
が
た

い
。
今
後
も
鹿
児
島
の
海
の
多
様

性
の
評
価
に
貢
献
し
た
い
」
と
話

した。ト
ラ
ギ
ス
科
ト
ラ
ギ
ス
属
の
ハ
ネ

ズ
ト
ラ
ギ
ス

れ
ま
で
、
「
P
a

S
 
m
O
k
i

（
パ
ラ
ベ
ル
ツ
ス
　
モ
キ
）
」
と
し

て
、
台
湾
南
盈
部
で
し
か
記
録
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
和
名
は
、
背
中
の

楕
円
形
の
ま
だ
ら
模
様
や
背
中
か
ら

腹
に
か
け
て
の
横
帯
の
色
が
、
伝
統

色
で
あ
る
峯
色
（
赤
だ
い
だ
い

色
）
で
あ
る
こ
と
が
由
来
。

今
回
確
認
さ
れ
た
個
体
は
2
0
2

3
年
6
月
に
、
奄
美
市
の
名
瀬
港
北

方
沖
2
0
㌔
㍍
、
水
深
3
0
．
0
㍍
か
ら

釣
獲
さ
れ
た
ア
カ
ヤ
ガ
ラ
の
口
の
中

か
ら
採
集
さ
れ
た
。
体
長
野
、
ヘ
リ

で
、
地
元
水
産
業
者
を
通
じ
て
同
大

に
送
ら
れ
た
。

遺
伝
子
調
査
な
ど
を
経
て
栗
山
さ

ん
が
詳
し
く
調
べ
、
菌
の
形
状
や
背

び
れ
の
と
げ
の
数
、
体
側
に
幅
の
広

い
6
本
の
横
帯
を
持
つ
こ
と
な
ど
か

ら
、
台
湾
の
種
と
同
種
と
判
断
し

た
。
本
村
教
授
は
「
魚
類
の
調
査

が
進
む
奄
美
大
島
周
辺
で
も
こ
う
し

た
発
見
が
あ
り
、
さ
ら
な
る
調
査
が

必
要
と
感
じ
て
い
る
。
や
や
深
い
岩

礁
域
は
未
知
な
部
分
が
多
く
、
今
後

調
べ
た
い
」
と
語
っ
た
。

研
究
の
成
果
は
日
本
魚
類
学
会
が

発
行
す
る
「
魚
類
学
雑
誌
」
で
7
月

5
日
に
公
開
さ
れ
た
。

（
南
海
日
日
新
聞
社
）


